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紙面の中で日付に年号がないものはすべて「令和５年」です。また問い合わせなどについて、市外局番がないものは「0966」です。

２ くまむら情報発信

３ 令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興情報

４ くまむら復興祭

６ 秋の例大祭

７ Smile ～輝く球磨人～

８ ふるさと納税が村の振興へ

10 球磨村のわだい

13 球磨村のわだい／消防団出初式
／球磨清流学園の校歌が決まりました

14 選挙における郵便投票制度

15 令和６年「球磨村二十歳を祝う会」感想文と
激励メッセージを募集中 !!

16 生活関連　
情報の窓口／戸籍の窓／村税などの納期

17 情報の窓口／令和６年度から森林環境税の課
税が始まります

18 各種機関年末年始の業務日程

19 包括だより

20 人権の広場／球磨村公民館図書室

21 防災管理官コラム／青年団だより

22 村内移動販売スケジュール

24 陽だまり

25 球磨村社会福祉協議会／村長からのメッセージ

26 12 月行事予定／こころの相談他／球磨村く
らし応援商品券ご利用はお済ですか？

27 文芸の広場／休日在宅当番医／編集後記

28 ライトアップ大作戦

１２月号の目次
ーＣＯＮＴＥＮＴＳ－

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。令和２年７月豪雨災
害により甚大な被害を受けました。発災から３年４カ月
が経過し、村では渡地区と一勝地地区の災害公営住宅が
完成し、着実に復興への歩みを進めています。今後も村
民の一日も早い生活再建を第一に取り組んでいきますの
で復旧・復興を見守り、ご支援いただければ幸いです。

広報くまむら

くまむら情報発信

公式ウェブサイト

Facebook Instagram X（旧 Twitter）

観光情報サイト
Go-KUMA

災害復旧・復興情報
アーカイブくまむら

　より多くの皆さんに村の情報を知ってもらう
ため、さまざまなツールで情報発信を行ってい
ます。

最新情報を確認
してください

　くまむら復興祭
で太鼓踊りを披露
した、庄本組太鼓
踊り保存会。人と
人、地域を繋ぐ郷
土芸能を守りなが
ら、伝承していく
姿 を smile に 掲 載
しています。

今月の
表紙
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令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興情報

■ 球磨川流域橋梁（深水橋・神瀬橋・相良橋・天狗橋）着工式が開催さ
れました
　11 月 11 日、球磨川流域橋梁（深水橋・神瀬橋・相良橋・天狗橋）
着工式がさくらドームで開催され、国や県、関係する市町村長な
ど約 100 人が出席しました。
　令和２年７月豪雨で被災した八代市から人吉市間の流失した橋
梁 10 橋のうち大瀬橋や松本橋、沖鶴橋などは昨年度に工事着手
を行っており、今回、残る４橋の工事に着手します。
　九州地方整備局の森

も り と
戸義

よしたか
貴局長は「球磨川流域住民の皆さんの

生活再建をお支えできるよう、引き続き災害復旧に取り組んでい
きます」とあいさつし、関係者と渡小学校、一勝地小学校の児童
で鍬入れを行い、工事の安全を祈願しました。

着工式の様子

■ 永椎橋と小谷川の災害復旧工事が完了しました

問い合わせ　
建設課　復興整備係　☎(32)1116

完了後

災害後

　復旧延長は 17 ｍで、8 月に竣工しま
した。

　令和 2 年 7 月豪雨災害で流失した永椎橋と被災した小谷川砂防設備の災害復旧工事が完了しました。

永椎橋 　復旧延長は 148.7 ｍで、8 月に竣工し
ました。

小谷川

完了後

災害後

問い合わせ　建設課　公共土木係　☎ (32)1116

神瀬橋 相良橋

橋台起点橋台起点

橋台起点橋台起点

橋台終点橋台終点

橋台終点橋台終点橋梁橋梁
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くまむらくまむら復復興祭興祭

　
10
月
22
日
、
感
謝
と
追
悼
・
村
の
復

興
を
願
う
想
い
を
こ
こ
に
集
結
し
よ
う

と
掲
げ
た
、「
く
ま
む
ら
復
興
祭
」
を

渡
小
学
校
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
総
合

司
会
に
高た

か
む
ら村

公こ
う
へ
い平

さ
ん
を
迎
え
、
晴
天

の
中
、多
く
の
人
が
来
場
さ
れ
、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
団
体
の
バ
ザ
ー
な

ど
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
松
谷
村
長
が
「
明
日
へ
の
活
力
を
養

い
、
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
場
と
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
美
化
活
動
な
ど
に
対
す
る

村
善
行
表
彰
で
は
、中な

か
つ津

誠せ
い
き喜

さ
ん（
中

津
地
区
）
と
星は

し
は
ら原

新し
ん
い
ち一

さ
ん
（
大
無
田

地
区
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
復
興
を

祈
る
風
船
飛
ば
し
で
は
、
園
児
た
ち
が

書
い
た
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
く

く
り
付
け
た
風
船
が
青
空
へ
舞
い
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
渡
保
育
園
と
こ

が
ね
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
太
鼓
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど

を
披
露
。
村
内
郷
土
芸
能
保
存
会
の
発

表
で
は
、
庄
本
組
太
鼓
踊
り
保
存
会
と

住
吉
谷
奴ヤ

ッ
コ

保
存
会
が
各
地
域
伝
統
の
郷

土
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。
迫
力
満
点

の
い
ず
み
太
鼓
皷
聖
泉
に
よ
る
和
太
鼓

演
奏
も
あ
り
、タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
で
は
、

塚つ
か
は
ら原

哲て
っ
ぺ
い平

さ
ん
が
美
し
い
歌
声
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
村
の
復
興
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
日
本
各
地
よ
り
い
た
だ
い
た
多
く

の
ご
支
援
に
お
応
え
す
る
た
め
、
全
力

で
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

１祭りを盛り上げた総合司会の高村さ
ん ２いずみ太鼓の演奏に合わせて一
緒に叩きます ３村善行表彰を受けた
中津さん（写真中央左）と星原さん（写
真中央右） ４・５ダンスを披露した渡
保育園 ６出展ブースは大盛況でした　

１

３

５

４

６

２
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８

９

10

11

12

1314

15 16

７こがね保育園による和太鼓演
奏 ８こがね保育園ステージ発表
の最後に復興へ向けたメッセージ 
９・12 塚原さんによるタレント
ショー。観客とも交流がありまし
た 10 庄本組太鼓踊り保存会によ
る「新

しんおど
踊り（雨乞い）」 11 住吉谷奴

保存会による「都
みやこい

入り」 13・14 大
阪府和泉市のいずみ太鼓皷聖泉に
よる演奏 15 メッセ―ジをくくり付
けた風船を青空へ飛ばしました（空
に放った風船などは日光や水で分
解されるよう環境に配慮したもの
を使用しました） 16 塚原さんと高
村さんと一緒に盛り上げました

７



秋
の
例
大
祭

１・２令和２年７月豪雨災害から再建した、大瀬阿蘇神社。
伝統芸能の「大瀬組太鼓踊り」が奉納されました 3・６豪雨
災害を乗り越えた渡阿蘇神社の奉納 ４一勝地阿蘇神社には多
くの絵馬がかけられます ５・９一勝地阿蘇神社の奉納 。参
拝者も訪れていました 7・８港林業が大無田阿蘇神社の正門
を新築され、氏子の皆さんと記念撮影を行いました 

　
村
内
各
地
の
神
社
で
は
11
月
９

日
か
ら
11
月
15
日
に
か
け
て
、
秋

の
例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
村
内
外

か
ら
多
く
の
参
拝
客
な
ど
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

　
大
無
田
阿
蘇
神
社
で
は
、
港
林

業
が
ス
ギ
の
木
や
カ
ヤ
の
木
を
用

い
て
、
正
門
を
新
築
さ
れ
、
温
か

い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
瀬
阿
蘇
神
社
の
例
大

祭
で
は
、
神
事
後
に
大
瀬
地
区
郷

土
芸
能
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
踊
り

が
奉
納
さ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

広報くまむら　2023.12　　6

１

２
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　一生懸命何かに取り組んでいる人や楽しんで
いる人など、球磨村で頑張っている人を募集し
ます。（団体も可）自薦・他薦は問いません。
応募する場合は、問い合わせください。
問い合わせ　
復興推進課　企画調整係　☎ (32)1114

Vol.28

伝統伝統を受け継いで後世へ
～輝く球磨人～

庄本組太鼓踊り保存会

Vol.29住吉谷奴保存会

　神瀬地区に伝わる「奴
ヤッコ

」という狂言は、
「鞍

く ら ま く だ
馬下り」と「都

みやこい
入り」の二つからなり、

川内川水系七集落の住吉谷奴保存会が継承
しています。
　くまむら復興祭では、ベテランから３歳
の子どもまで世代を超えて、都入りを披露。
代表の松野さんは「子どもたちが少なく
なって、後継者がいなくなることが不安だ」
と話しました。　
　今後については、「郷土芸能を守り続け、
継承していくためにも、まずは多くの皆さ
んに知っていただく機会を増やしていくこ
とが大事だと考えます。小中学生に学校教
育の一環として、学ぶ場を作ることや村外
のイベントなどにも参加し PR していけた
らいいです」と抱負を語りました。

　松舟地区と田代地区が受け継いでいる庄
本組太鼓踊りは、現在 15 人が所属してお
り、臼

うすだいこおど
太鼓踊りや小

て ん だ ゃ ー
臼太鼓など８種類の踊

りがあります。
　代表の松舟さんは「踊り子の年齢層が上
がっており、太鼓を担いで踊ることが厳し
くなってきています。踊りを覚えている人
たちが亡くなり、継承を行うことが難しく
苦労しています」と話しました。
　くまむら復興祭では、新

しんおど
踊り（雨乞い）

を披露し、松舟さんは「太鼓踊りを通じて
２つの地区の住民が一致団結し交流できる
ことが楽しいです。今後も、若い世代へ継
承できるようにしてきたいです」と抱負を
語りました。

代表　松
ま つ の

野 三
み ち お

千夫 さん

代表　松
まつふね

舟 正
ただし

 さん
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ふるさと納税が村の振興へ
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
新
た
に
税
を
納
め
る

も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
「
生
ま
れ
育
っ
た

ふ
る
さ
と
」
の
み
な
ら
ず
、
自
分
が
応
援
し

た
い
、
貢
献
し
た
い
と
思
う
自
治
体
に
対
し

て
２
０
０
０
円
を
超
え
る
寄
附
を
行
っ
た
場

合
に
、
所
得
税
や
個
人
住
民
税
か
ら
一
定
の

控
除
（
寄
附
金
控
除
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
寄
附
の
お
礼
と
し

て
、
特
産
品
や
名
産
品
を
「
返
礼
品
」
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寄
附
金
の
使
い
道
は
、
寄
附
者
が
選
ぶ
こ

と
が
で
き
、
▽
福
祉
、
少
子
・
高
齢
化
対
策

▽
産
業
の
振
興
な
ど
９
つ
の
目
的
に
応
じ
て

様
々
な
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
村
内
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
使
用
料
に
活
用
し
た
ほ
か
、
令
和
２
年

７
月
豪
雨
災
害
支
援
の
使
途
で
い
た
だ
い
た

寄
附
金
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
や
商
工
業
の

再
建
に
向
け
た
補
助
金
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

寄附の実績
年度 件数（件） 寄附金額（円）

平成 30 年度 812 42,480,000

令和元年度 1,680 30,150,000

令和２年度 24,896 351,556,984

令和３年度 10,517 129,462,000

令和４年度 5,752 67,080,000

持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
の
た
め
に

寄附者の皆さんの声

広報くまむら　2023.12　　8

・復興のために役立てば幸いです。頑張ってください。
・この寄附をきっかけに遊びに行く企画を立てたい
  と思います。
・毎床梨は、美味しく、毎年この時期を楽しみにし
  ています。災害もあり、復興にはまだかなりの時
  間が必要ですが、少しでも前に進んで下さい。
・美味しすぎてリピートしちゃいました。
・過去何度も旅行しました。村周辺の自然環境が好
  きです。復活と自然を大切にしてください。



令和４年度　寄附の使い道

球
磨
村
ふ
る
さ
と
納
税
の

情
報
は
こ
ち
ら

問
い
合
わ
せ　

復
興
推
進
課　
山
村
振
興
係　

☎(

３
２)

１
１
１
４

保育所等運営事業 産業振興対策補助事業 住宅建設等支援補助事業
　被災された世帯のうち、村内
で住宅を再建（修理、新築、安
全対策）された世帯に対しての
補助金に活用しました。

　様々な理由で家庭での保育が
できない乳児、幼児を保育する
ための運営費として活用しまし
た。

新規事業者を募集中！
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ふるさとチョイス

　村では、ふるさと寄附の推進や特産品の PR、地域産業の活性化などの相乗効果を目的として、ふるさと寄
附をいただいた人へ返礼品を贈呈する「協力事業者」を随時募集しています。

■ 協力事業者の要件 ■ 返礼品の要件
　村内に本社（本店）、支社（支店）、事業所、
工場のある法人やその他の団体、個人事業者、
または要件を満たす者が連携した組織などで、
市町村税などに滞納がないことなど、いくつ
かの要件があります。
　なお、返礼品発送などに係る個人情報の取
り扱いは厳重に行うこととなります。

村の PR に繋がる商品やサービスで、
・村内で製造、加工、採取、栽培されているもの
・村内の原材料を使用しているもの
・村に特に縁の深いもの
・サービスの場合は村内で提供できるもの
などの要件があります。

楽天
ふるさと納税

ANA の
ふるさと納税

ふるなび

　ふるさと納税の寄附金を財源として活用した令和４年度の主な事業を紹介します。

　獣害対策のための電気牧柵な
どの設置に係る助成や作業道の
安全な通行のために必要な原材
料（生コンクリート）支給のた
めの助成に活用しました。

◀
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

村公式
ウェブサイト
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　10 月 18 日、球磨川水系流域治水プロジェクト
による、神瀬地区宅地かさ上げ工事に伴い、上原商
店前にあったクスノキを村有地に移植しました。地
域のシンボルツリーとなっているクスノキは、地域
住民の願いで移植することになり、移植先の一帯に
は公園を整備する予定です。
　参加した地区住民約 20 人は、復興への願いを込
めながら、クスノキ周辺への土入れを行いました。

地域のシンボルツリー移植
神瀬地区クスノキ移植

クレーンで吊り上げて移植しました

　10 月 29 日、人吉球磨地区交通安全協会球磨支
部 18 人が村内一円でカーブミラー清掃を行いました。
　交通安全への願いを込めてモップやドライワイ
パーなどを使用し、カーブミラー鏡面を磨いたり、
雑巾で支柱を拭いたりして清掃を行いました。支部
長の大

お お せ
瀨啓

けいいち
一さんは、「今回の活動が村の交通安全

の推進に少しでも貢献できれば幸いです」と話しま
した。

交通安全への願いを込めて清掃
人吉球磨地区交通安全協会球磨支部カーブミラー清掃

カーブミラーを清掃しました

　10 月 15 日、渡地区みんなの家（日本財団支援）
の外壁塗装を一王子団地敷地内で行いました。山口
地区住民約 30 人と KASEI の熊本大学建築学科の学
生５人が参加し、ローラーを使って一つ一つ丁寧に、
塗り上げていきました。
　参加した子どもたちからは、楽しかったとの声が
聞かれました。みんなの家は、12 月末に工事が完
了する予定です。

住民集いの場、完成近づく
渡地区みんなの家外壁塗り

参加者で記念撮影

　10 月 29 日、球磨村三地区合同慰霊祭が石の交
流館やまなみで執り行われ、各地区の遺族会や民生
委員の皆さんなど約 50 人が参列しました。
　三地区合同戦没者慰霊祭実行委員長の吐

はきあい
合征

せいかつ
勝さ

んは「先の大戦から学んだ教訓を忘れることなく、
世代を超えて語り継いでいくことが現代に生きる私
たちに課せられた責務であると考えます」と慰霊の
辞を述べました。

戦没者のご冥福を祈る
球磨村三地区合同慰霊祭

慰霊の辞を述べる吐合さん
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球磨村のわだい

　11 月２日、第 28 回球磨村高齢者健康祭が４年
ぶりにさくらドーム内で開催され、村内各地域の
11 の老人クラブから 142 人が参加し、皆さんは終
始笑顔で親睦を深めました。
　プログラムの「運をヒモにまかせて」では、一本
一本長さの異なるヒモを引いて椅子につないでいく
競技で、引くヒモの長さで歓声があがったりため息
が出るなどして盛り上がりました。

第 28 回球磨村高齢者健康祭
まだまだ元気いっぱい！

急ぎながらも丁寧にヒモを結びます

渡保育園サツマイモクッキング
苗植えから調理まで経験

めん棒でお芋をつぶします

　11 月 10 日、渡保育園の５歳児９人がサツマイ
モクッキングをしました。
　使用したサツマイモは、園内にある畑で園児たち
が育て、苗植えから収穫まで自分たちで行いました。
ふかした芋をめん棒で潰し、先生にドーナツにして
もらい美味しくいただきました。蔀

しとみ

彩
さ や と

斗くんは「お
芋の皮を剥くのが楽しかった」と感想を言いました。

　11 月４日、球磨村観光協会主催の「復興灯籠流し」
が茶屋地区の河川敷で開催されました。
　村民など約 60 人が参加し、自分の手で制作した
灯籠に想いをのせ、球磨川へ流しました。流れる灯
籠を眺めながら、復興を祈るなど、それぞれの思い
を馳せました。最後に、打ち上げ花火があがると歓
声が聞こえ、盛会のうちにイベントが終了しました。

灯籠に想いをのせて
球磨村観光協会復興灯籠流し

想いをのせた灯籠を流しました

　11 月 12 日、球磨中学校文化祭が同校体育館で
開催され、１年生から３年生までの生徒が演劇を披
露しました。会場内には、生徒や地域の皆さんの作
品展示もあり、保護者や地域住民など多くの人が訪
れました。
　各学年の発表では、それぞれが学習の一環で学ん
だことを基に、意見を出し合い、構成したものを演
劇で伝えました。

Be Reborn ～自分への挑戦～
球磨中学校文化祭

劇を披露する３年生



　11 月 12 日、ロアッソ熊本のホームゲーム最終
戦（レノファ山口 FC 戦）の観戦バスツアーを実施
しました。この事業は、選手たちが球磨村と一緒に
なり、地域づくりや観光・物産振興を目的とする「火
の国もりあげタイ！」プロジェクトです。
　試合は３対１でロアッソ熊本が見事勝利を収め、
参加者はプロの試合を生観戦することができ、貴重
な経験となりました。

ロアッソ熊本ホームゲーム観戦バスツアー
プロの試合を間近で観戦

スタジアムの前で記念撮影

一勝地赤豚寄贈
一勝地赤豚を食べ、一勝をつかむ

山響部屋の方々

淋
そそぎ

博
ひ ろ み ち

道さん（向淋地区）は、令和２年７月豪雨災
害で豚舎が被災し、現在は、同地区の高台に豚舎を
構えて再開されています。今回、球磨郡あさぎり町
出身の木

き む ら

村勘
か ん く ろ う

九郎行司が所属する山響部屋へ「一勝
地赤豚」を寄贈しました。一勝地は、「地に足を付
け一勝を」といった縁起があり、淋さんは「九州
場所に挑む力士の皆さんへ、一勝地赤豚を食べて頑
張ってほしい」と願いを込めて贈りました。

渡保育園

　11 月 13 日、渡保育園の園児たちが役場を訪れ、
「いつもお仕事ありがとうございます。お体に気を
つけて頑張ってくださ
い」という言葉と一緒
に、わんぱく農園で育
てた野菜などを上蔀副
村長にプレゼントしま
した。

こがね保育園

　11 月 10 日、こがね保育園の園児たちが役場を
訪れ、「いつもお仕事ありがとうございます。お仕
事頑張ってください」
という言葉と一緒に、
園児が作ったソー
ラーライトなどを境
目総務課長にプレゼ
ントしました。

勤労感謝の日を前に保育園児が手作りのプレゼント

プレゼントを渡す園児
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球磨村のわだい

　田代地区自主防災組織が（一財）自治総合センター
のコミュニティ助成事業（宝くじの助成金で整備す
る事業）を活用し、有事の際に必要となる防災備品
を整備しました。
　同組織は令和元年 10 月 11 日に発足しています。
今回、AED や投光器、車椅子などの防災備品を整
備し、今後、災害発生時に近い状況で機器の操作を
含めた避難訓練を実施する予定です。

田代地区自主防災組織備品整備
有事の際に動けるように

整備した備品

令和６年
度開校

問い合わせ　
教育委員会　学校教育係　☎（32）1117

「球磨清流学園」の校歌が
決まりました

　10 月 18 日に開催した、第５回球磨村
立義務教育学校開校準備委員会において、

「球磨清流学園」の校歌が決まりました。

　子どもたちの意見を尊重したうえで、伝
統があり、球磨村全体を歌っている、球磨
中学校校歌の歌詞の一部を変更し、球磨清
流学園の校歌とする。

アンケート結果

選考理由

調査期間　９月 27 日～ 10 月５日
対象者　村内小中学生 120 人　
　　　　（小学４～６年生、中学１～３年生）
回答率　93.3％（112/120）

45％
38％

17％ 現在の球磨中
校歌がいい
新しい曲がいい
分からない

13　　広報くまむら　2023.12

消防団出初式

時間　開式　午前 10 時
場所　球磨中学校グラウンド　
内容　分列行進式典、通常点検、
　　　消防小型ポンプ操法

令和６年

１月７日㈰

問い合わせ　総務課　防災係　☎（32）1138

年初めに消防団の雄姿をご覧ください

過去に行われた通常点検の様子



選挙における郵便投票制度

　身体障害者手帳か戦傷病者手帳を持っている選挙人で、次のような障がいのある人または、
介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」の人については、自宅で投票用紙に
記入し、郵送で送付する郵便投票制度を利用できます。
　なお、この制度を利用するためには、事前に選挙管理委員会への郵便投票が可能な者である証明書の発行
申請が必要となり、発行された証明書を用いて選挙時に郵便投票用紙を請求することとなります。証明書の
発行には多少時間がかかりますので、選挙直前ではなく余裕を持って申請を行ってください。

郵便などによる不在者投票の対象者

　自ら投票の記載をすることができない者として定められた次のような障がいのある人は、証明書発行時に
申請する代理記載人による代筆での郵便投票が可能です。

郵便などによる不在者投票における代理記載制度の対象者

問い合わせ　球磨村選挙管理員会　☎ (32)1111

身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険
被保険者証

両下肢、体幹
１級または２級

特別項症から
第２項症まで

移動機能

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 １級または３級 特別項症から

第３項症まで肝臓 １級から３級
まで免疫

要介護状態区分 要介護５

障がいなどの種類

※手帳の記載では、該当するかどうか分からない時は、選挙管理委員会に問い合わせください。

身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険
被保険者証

上肢、視覚 １級 特別項症から
第２項症まで

①証明書の交付申請

②証明書交付

※手帳写しなどを添付

選挙管理委員会選挙人

広報くまむら　2023.12　　14

障がいの種類



募　集 「二十歳を迎えた成人者感想文」 「二十歳を迎えた成人者への激励メッセージ」

応募資格 上記の対象者
（１）二十歳を迎えた成人者の家族
（２）球磨村民と村出身者

題　材

（１）二十歳となっての「感想」や「決意」、「主張」
　など二十歳を迎えた成人者に関すること

（２）「こんな球磨村にしたい」など、復興に向
　かう村づくりや地域の再生に関する夢や希望

（１）二十歳を迎えた家族としての 20 年間の
　成長の軌跡で、心に刻まれている思い出や苦
　労話、また、今後に期待すること

（２）一般の人で、二十歳を迎えた成人者に想う
　ことや望むこと

字数制限
（１）400 字詰め原稿用紙４枚以内（横書き可）
（２）パソコンなどによる場合、印字サイズは
　13 ポイントとし 1,600 字以内（横書き可）

100 字以内

締め切り 12 月 11 日㈪

提出先
〒 869-6401　球磨村大字渡丙 1730 番地
球磨村公民館（教育委員会内）　
Email：m-funato@kuma.kumamoto.jp

下記の URL または QR コードから Google
フォームにて回答してください。
URL：
https://forms.gle/V1sJQHvjkD6pQENB7
QR コード：

表　彰
最優秀賞　１点（賞金２万円）
優秀賞　　２点（賞金１万円）
※応募者全員に記念品を贈ります。

その他
（１）作品は自作で未発表のものに限ります。また、応募作品は返却しません。
（２）締切日までに必着（当日消印有効）です。
（３）作品は『広報くまむら』などに掲載することがあります。

令和６年「球磨村二十歳を祝う会」
感想文と激励メッセージを募集中 !!

問い合わせ　球磨村公民館（教育委員会内）　☎ (32)1117

ー　令和５年球磨村二十歳を祝う会の様子　－

期日　令和６年１月４日㈭
時間　（受付）午前９時 30 分　（開会）午前 10 時
場所　一勝地小学校体育館
対象者　
　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日までに生まれた人
で、次のいずれかに該当する人
　①村内居住者　②本村出身者　
　③村外出身者で、球磨村立小・中学校卒業生
※参加の有無については、12 月 11 日㈪までにご連絡くださ
　い。（対象者には別途通知します）感染症拡大予防の観点か
　ら、中止などとなる場合がありますのでご了承ください。
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お
知
ら
せ

　
休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
業

務
を
行
い
ま
す
。ま
た
、申
請
に
関
す
る
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。窓
口
が
混
雑
し
て
い
る

場
合
は
、お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
日
　
12
月
24
日
㈰

時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
　
役
場
2
階　
税
務
住
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
際
に
、

「
通
知
カ
ー
ド
」の
返
納
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、交
付
を
お
知
ら
せ
し
た
ハ
ガ

キ
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、必
要
書
類
を
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課　
住
民
保
険
係

☎(

３
２)

１
１
１
３
　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

令和５年 10 月届け出分（敬称略）
▼お悔やみ申し上げます　
　氏名　　　　　年齢　   地区
　富

ふ じ お か
士岡 みかる  70 歳　 小川

   尾
お が た

方　俊
としろう

郎　　90 歳　 友尻
　舟

ふ な と
戸　巨

な お え
江　　83 歳　 舟戸

　豊
とよおか

岡　猛
たけし

　　　74 歳　 柳詰
　蔀

しとみ
　七

な な お
男　　　92 歳　 蔀

　内
うちぬの

布　冨
ふ み え

美江　96 歳　 内布
　槻

つ き ぎ
木　益

ますゆき
幸　　92 歳　 毎床

　野
の の は ら

々原 キミヱ  92 歳　 野々原
　日

ひ あ て
當　紀

き み こ
美子　69 歳　 日当

　愛
あいこう

甲　ヤエ子　91 歳　 大瀬
　浦

う ら の
野　喜

き い ち
一　　90 歳　 浦野

　友
ともじり

尻　利
と し み

己　　82 歳　 友尻

戸籍の窓

生活関連
情報の窓口

人口・世帯の動き
（10月１日現在）
人　口 前月比

世帯数（戸） 1,229 2
人　口（人） 2,808 -12
男　性（人） 1,346 -10
女　性（人） 1,462 -2

高齢化率（％） 49.5

12 月の納期

村税などの納期

〇 固定資産税第３期
〇 国民健康保険税第９期
〇 後期高齢者医療保険料第９期
〇 介護保険料第９期

納期限　12 月 25 日㈪

　
こ
と
し
は
ワ
イ
ン（
赤
色
）、ス
カ
イ（
水
色
）、

ブ
ラ
ッ
ク（
黒
色
）の
３
色
の
県
民
手
帳
を
販
売

し
ま
す
。

販
売
価
格　
１
冊　
７
５
０
円（
消
費
税
込
）

販
売
場
所　
復
興
推
進
課

問
い
合
わ
せ
　
復
興
推
進
課　
企
画
調
整
係

☎(

３
２)

１
１
１
４
　
　
　
　
　

２
０
２
４
年
版
熊
本
県
民
手
帳
を
販
売

し
ま
す

　
12
月
３
日
㈰
～
９
日
㈯
は
障
害
者
週
間
で

す
。国
民
の
間
に
広
く
、障
害
者
の
福
祉
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
害
者
が
社
会
、経
済
、文
化
、そ
の
他
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
週
間
で

す
。こ
の
機
会
に
、障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

障
害
者
週
間

　
災
害
弔
慰
金
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
に
よ
る
直
接
的
被
害
で
死
亡
さ
れ
た
人

と
、
そ
の
後
の
避
難
生
活
で
の
体
調
悪
化
な

ど
、
間
接
的
な
原
因
で
死
亡（
災
害
関
連
死
）

さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
に
支
給
し
ま
す
。

　
災
害
関
連
死
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
か
ら

の
聞
き
取
り
な
ど
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
災
害
関
連
死
と
思
わ
れ
る
ご

遺
族
の
人
は
事
前
連
絡
の
う
え
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
災
害
関
連
死
の
認
定
に
は
か
な
り
の
時
間

を
要
し
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
場
合　

受
給
者　
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

※
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合　
兄
弟
姉

妹（
死
亡
当
時
に
同
居
又
は
生
計
同
一
の
場

合
に
限
る
）

支
給
額

生
計
維
持
者
の
場
合　
５
０
０
万
円

そ
の
他
の
場
合　
　
　
２
５
０
万
円

災
害
弔
慰
金
の
支
給

　
ク
リ
剪
定
技
術
指
導
員
派
遣
事
業
を
実
施

し
ま
す
。「
高
齢
に
な
り
剪
定
す
る
の
が
大

変
」
や
「
数
年
放
置
し
て
い
た
栗
園
を
ど
う

に
か
し
た
い
」な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
資
格

　
球
磨
村
果
樹
研
究
会（
J
A
部
会
組
織
）に

加
入
し
て
い
る
農
家

利
用
料
金　

　
５
０
０
０
円（
１
指
導
員
１
日
あ
た
り
）

申
請
方
法

　
申
請
書
の
必
要
箇
所
に
記
入
・
押
印
の
う

え
、利
用
料
金
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限　
12
月
８
日
㈮
ま
で

提
出
先・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課　
農
林
係
☎(

３
２)

１
１
１
５

ク
リ
剪
定
技
術
指
導
員
派
遣
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課　
福
祉
係　
☎(

３
２)

１
１
１
２

加
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
福
祉
課　
福
祉
係

☎(

３
２)

１
１
１
２
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災
害
復
興
住
宅
融
資
相
談
会

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
渡
総
合
運
動

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
団
地
み
ん
な
の
家
で

災
害
復
興
住
宅
融
資
相
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

期
日　
12
月
17
日
㈰
・
18
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

相
談
内
容
　
被
災
し
た
住
宅
の
補
修
、建
設・   

購
入
に
関
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
相
談
、
高
齢

の
人
の
自
宅
再
建
に
向
け
た
相
談
な
ど

相
談
方
法
　
来
所
相
談

実
施
機
関
　
住
宅
金
融
支
援
機
構

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課　
福
祉
係　
☎(

３
２)

１
１
１
２

住
宅
金
融
支
援
機
構　

☎
０
９
６(

２
４
１)
６
１
８
０

住
宅
金
融
支
援
機
構　
災
害
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０(

０
８
６)
３
５
３（
通
話
無
料
）

相
　
談

消
費
生
活
な
ん
で
も
相
談
会

　
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
生
活
に
つ

い
て
、
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
12
月
19
日
㈫

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

２
１
１
１

　
森
林
が
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
で
被
災
し

た
時
、そ
の
損
害
を
補
償
す
る
森
林
保
険
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。増
加・激
甚
化
す
る
自
然

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。詳
し
く
は
、森
林
保

険
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
４(

３
８
２)

３
５
２
３

球
磨
村
森
林
組
合
　
☎(

３
４)

０
２
１
１
　
　
　
　

万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
森
林
保
険

令和６年度から森林環境税の課税が始まります

税目 令和５年度まで 令和６年度から
村民税 3,500 円 3,000 円
県民税 2,000 円 1,500 円

森林環境税 ー 1,000 円
計 5,500 円 5,500 円

森林環境税とは
　令和６年度から国内に住所を有する個人に対
して課税される国税です。
　個人住民税（村・県民税）均等割と併せて１
人あたり年額 1,000 円を市町村が課税・徴収し、
その税収の全額を森林環境譲与税として都道府
県・市町村へ譲与します。

　個人住民税の均等割は、東日本大震災復興基本法
に基づき、平成 26 年度からの 10 年間にわたり、臨
時的に１人あたり 1,000 円が引き上げられ、課税・
徴収していました。この臨時的措置が終了し、令和
６年度から新たに森林環境税が導入されます。

令和６年度以降の
個人住民税均等割・森林環境税の税額

問い合わせ　税務住民課　税務係　☎ (32)1113

※県民税には、水とみどりの森づくり税 500 円が含
　まれます。
※森林環境税は、原則として住民税が非課税の人には
　課税しません。

　市町村においては「森林整備およびその促進
に関する費用」として、間伐、人材育成・担い
手確保、木材利用促進、普及啓発などに活用さ
れます。

森林環境譲与税の使い道

　
10
月
８
日
か
ら
熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
所
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

時
間
額　
８
９
８
円

問
い
合
わ
せ

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６(

３
５
５)

３
２
０
２

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
集
い
の
開
催　

　

球
磨
村
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
で
は
、

従
事
者
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人
や
開
局
さ

れ
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
に
、「
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
12
月
10
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
頃

会
場　
石
の
交
流
館
や
ま
な
み

問
い
合
わ
せ　

球
磨
村
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

永な
が
し
い椎　

松し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎　
☎(

３
２)

０
７
５
３
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役場窓口業務

12 月

28 日（木） 通常どおり

29 日（金） 休　業

30 日（土） 休　業

31 日（日） 休　業

１月

１日（月） 休　業

２日（火） 休　業

３日（水） 休　業

４日（木） 通常どおり
※ただし、死亡・出生・婚姻届などの戸籍の届出に
　ついては、休業日も受け付けます。
問い合わせ　税務住民課住民保険係　☎（32）1113

球磨村コミュニティバス

12 月

28 日（木） 通常どおり

29 日（金） 運　休

30 日（土） 運　休

31 日（日） 運　休

１月

１日（月） 運　休

２日（火） 運　休

３日（水） 運　休

４日（木） 通常どおり
※人吉神瀬線（国道沿線）は年末年始も通常どおり
　運行します。
問い合わせ　復興推進課企画調整係　☎（32）1114

人吉球磨クリーンプラザ

12 月

28 日（木） 開　場

29 日（金） 開　場

30 日（土） 開　場

31 日（日） 休　場

１月

１日（月） 休　場

２日（火） 休　場

３日（水） 休　場

４日（木） 開　場
※ごみの直接搬入は、午前８時 30 分～午後５時ま
　でです。29日㈮・30日㈯は混雑が予想されます　
　ので、早めの搬入をお願いします。
問い合わせ　
人吉球磨クリーンプラザ　☎（22）1414
税務住民課住民保険係　　☎（32）1113

球磨村診療所

12 月

28 日（木） 通常どおり

29 日（金） 通常どおり

30 日（土） 休　診

31 日（日） 休　診

１月

１日（月） 休　診

２日（火） 休　診

３日（水） 休　診

４日（木） 通常どおり
問い合わせ　球磨村診療所　☎（32）0377

各種機関年末年始の業務日程

し尿収集業務
　年末の、村内し尿収集の電話受け付けは、12 月
18日㈪までにお願いします。業務時間外、土曜、
日曜、祝日に収集の予約をする場合は、留守番電話
受付で対応します。村内のし尿収集は、令和６年１
月９日㈫からです。

問い合わせ　人吉衛生公社　☎（22）5209

球磨川歯科医院

12 月

28 日（木） 午前中診療

29 日（金） 休　診

30 日（土） 休　診

31 日（日） 休　診

１月

１日（月） 休　診

２日（火） 休　診

３日（水） 休　診

４日（木） 通常どおり
問い合わせ　球磨川歯科医院　☎（32）8801
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認知症サポーター養成講座を実施しました

地域包括支援センター LINE
公式アカウントでも相談を受
け付けています。
ID：@715uerfd

球磨村で介護サービスにかかった給付費
令和５年９月  ４，５４３万３，２６１円
前年の９月　  ４，９７０万３，８２５円

（県国民健康保険団体連合会業務統計表より）

　10 月 17 日、球磨中学校の 1
年生を対象に、認知症サポーター
養成講座を行いました。認知症が
起きる原因や認知症の人の気持ち
を理解し、ロールプレイを通して、
認知症の人の気持ちに立った、声
掛けや対応の方法を一緒に体験し
ました。

問い合わせ　地域包括支援センター　☎（32）1112

渡西鶴亀会ふれあいサロン

　10 月 25 日のふれあいサロンには、９人が参
加し、誕生会と脳トレをしました。
　誕生会では、10 月に誕生日を迎えた岡

おか
たつ子

さんと岡
おか ふ み こ

子さんを歌でお祝いしました。また、
脳トレでは「球磨村と
いえば」をお題に「梨」
や「球泉洞」、「かわせ
み」などのワードを連
想し、ビンゴゲームを
楽しみました。　　

友尻班健康づくり出前講座

　11 月８日の健康づくり出前講座には４人が参
加し、ボールを使いながら手足の感覚を確認する
などの運動をしました。足の指でボールを掴んだ
り、膝にボールを挟んだまま手を動かしたり、普

段しないことにチャ
レンジしています。
体を温めて動きや血
流が良くなるよう、
継続して取り組んで
いきます。グーパーだけでも徐々にきつく球磨村といえば ...

声掛け体験をする球磨中１年生

　認知症の話を聞いた際に、早期治療が大切という話
を聞いたことがある人もいるのではないでしょうか？
しかし、その理由がどうしてなのか知っていますか？
　認知症の治療は主に薬での治療になりますが、早め
に服薬を始めるかどうかで、症状の進行を抑える効果
に違いが出てくると言われています。

早期治療の大切さについて

参照：NHK 健康チャンネル

　高齢になってくると物忘れが起きやすくなると言われていますが、年齢のせいだと考えるのではなく、
少しでも心配になった際には、気軽にご相談ください。



＊球磨村公民館図書室＊ 開館時間：午前９時～午後５時

人
権
の
広
場

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　
社
会
教
育
係

☎(

３
２)

１
１
１
７

　自分のハリが大嫌いで他の動物たちとうま
く付き合えないハリネズミ。そんな主人公が
思い切って誰かを家に招待しようと手紙を書
き始めますが、様々な動物たちの来訪をぐる
ぐると考え始めて、、、
　一歩を踏み出すことへの葛藤と大変さ、ま
た、特別なことは何もなくても幸せな気持ち
になれる。そんなことを教えてくれる１冊です。

ハリネズミの願い
　　著者／トーン・テレヘン　訳／長山 さき

　この本は、ウクライナの民話を絵本にした
ものです。
　落とし物の片方の手袋に次々と動物たちが
やってきて手袋の中で暮らす物語を面白、お
かしく描いた一冊です。
　ぜひ１度、手にとり、子どもたちと笑いな
がら読んでみませんか？

てぶ～くろ
　　　作／ガタロー☆マン ー 図書室案内 ー

　図書室は、清流館玄関に入っ
てすぐの左手にあります。ぜひ、
本を借りにお越しください。

問い合わせ　
教育委員会　社会教育係　

☎（32）1117

公民館図書館

建設課

玄関

教
育
委
員
会

人権教育講演会を開催します
日時　12 月５日㈫　午後６時 30 分～午後８時（予定）
主催　球磨村人権教育推進協議会
会場　球磨中学校体育館
対象　推進協議会会員、村民（一般参加）
駐車場　一勝地小学校
演題　( 仮 )「水俣病患者家族に生まれて」
講師　杉

すぎもと
本 肇

はじめ
 さん　　水俣病資料館語り部

　11 月 10 日～ 12 月 10 日は熊本県人権月間です。これは 12 月 10 日の世界人権デーに
あわせて、昨年から県独自に設定されたものです。
　村でも 12 月５日㈫に講演会を計画しており、テーマは「水俣病をめぐる人権」です。講
師の杉本さんは水俣で生まれ、語り部であったお母様の後を継いで、水俣病患者家族として
経験されてきたことや思いなどを講演されています。健康被害で苦しんでいるだけでなく、「水
俣」というだけで特別な目で見られ、県外で水俣出身を語れないなど、水俣病被害者、水俣
病発生地域に対する偏見や差別の問題が存在しています。水
俣病の問題は、水俣病発生地域だけの問題ではなく、科学技
術や経済的豊かさの恩恵を受けてきた社会全体
にかかわる問題です。本県の重要課題である水
俣病について正しく知り、ぜひ、ご家庭や地域
でも話題にしていただければと思います。

　毎年、村内の小学５
年生は「水俣に学ぶ肥
後っ子教室」で学習し
ています。
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くまむら復興祭に出店

青年団だより

　10 月 22 日のくまむら復興祭
に青年団も出店しました。こと
しはジュース販売のみでしたが、
多くの方々に足を運んでいただ
きました。ありがとうございま
した。

ཡ
ब
ۯ
ၑ
ۗ

ཡ
ब
ۯ
ၑ
ۗ
˰
̦
̝

˰
̦
̝

令
和
５
年
度
防
災
学
習
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

総
務
課　
防
災
係　
☎(

３
２)

１
１
３
８

　
令
和
５
年
度
の
防
災
学
習
を
12
月
３
日(

日)

に

球
磨
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
特
科
連
隊
第

３
大
隊
、
人
吉
警
察
署
、
人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー
、
人

吉
下
球
磨
消
防
組
合
西
分
署
、
球
磨
村
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
ク
ラ
ブ
、
消
防
第
１・
２
分
団
お
よ
び
水
篠
・

糸
原
・
立
野
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々
な
ど
の
参
加

を
予
定
し
て
お
り
、
学
習
内
容
は
、
住
民
に
よ
る
陸

自
車
両
を
利
用
し
た
避
難
訓
練
、消
防
第
２
分
団（
支

援
第
１
分
団
）
に
よ
る
遠
距
離
放
水
訓
練
、
緊
急
医

療
チ
ー
ム
（
D
M
A
T
）
の
展
示
・
説
明
、
消
防
車

を
利
用
し
た
実
放
水
体
験
、
災
害
時
に
お
け
る
電
気

バ
ス
の
活
用
方
法
、
災
害
時
に
お
け
る
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
に
よ
る
通
信
確
保
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
村
は
、
平
成
30
年
12
月
９
日
に
、
球
磨
中
学
校
お

よ
び
一
勝
地
小
学
校
な
ど
に
お
い
て
、
内
閣
府
が
主

催
す
る
防
災
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
一
環
と
し

て
、
小
・
中
学
校
や
保
育
園
、
近
隣
の
住
民
な
ど
と

の
合
同
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。訓
練
を
通
じ
て
、

共
助
と
は
、
相
互
に
助
け
合
う
事
の
重
要
性
、
地
域

と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、
毎
年

12
月
の
第
１
日
曜
日
を
防
災
学
習
の
日
と
定
め
、
令

和
２
年
度
に
は
球
磨
村
地
域
防
災
計
画
に
防
災
学
習

を
明
記
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
防
災
学
習
は
、
豪
雨
災
害
お
よ
び

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
開
催
を
断
念
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
で
5
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
見
学
は
自
由

で
す
。
小
・
中
学
校
の
保
護
者
な
ど
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ジュースを販売しました

区分
タイムスケジュール

中学生
グループ

小学生
A グループ

小学生
B グループ

住民避難訓練

午前９時 午前９時 30 分 午前 10 時 午前 10 時 30 分 午前 11 時

準備

第 ２ 分 団 に
よ る 遠 距 離
放 水 訓 練 お
よび住民避難
訓練の研修

住民避難訓練

講評
など

DMAT
体験学習

DMAT
体験学習

DMAT
体験学習

EV バス・アマ
チュア無線など

体験学習

EV バス・アマ
チュア無線など

体験学習

EV バス・アマ
チュア無線など

体験学習

西分署などが指
導する放水など

の体験学習

西分署などが指
導する放水など

の体験学習

西分署などが指
導する放水など

の体験学習

希望者は防災学習を研修
（復路の移動は陸自車両で移動）
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　もうすぐクリスマスですね。サンタ大作戦、ことしは開催します！詳
細は下記のとおりです。申し込みをお待ちしております。
内容　
　青年団員がサンタクロースやトナカイの格好をして家庭を回り、子ど
もたちにお菓子をプレゼントします。プレゼントは家庭で用意されたも
のでも結構です。ご要望に応じますので、事前にお知らせください。
日時　12 月 24 日㈰　午後６時～　
対象　村内の小学生未満（原則）
申し込み方法
　①電話・FAX　　電話：(32)1117　　FAX：(32)1230　
　②直接（村内保育所に申込用紙を設置していますので、ご利用ください）
　③知り合いの青年団員に伝える
締め切り　12 月８日㈮

クリスマスサンタ大作戦２０２３
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地区 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

運動公園
仮設団地 11:15 Ｇコープ 9:20

山村活性化協会

エスペラ
ンサ桜峯 12:00 Ｇコープ 9:40

山村活性化協会

境目 13:30 Ｇコープ

立野 13:45 Ｇコープ

糸原 14:10 Ｇコープ

水篠 14:30 Ｇコープ

那良 那良口 11:00 さんがうら

松谷 11:30 さんがうら

毎床 11:30 さんがうら 11:30 わいえふ

俣口 12:10 さんがうら 11:00 わいえふ

遠原 12:50 さんがうら 10:30 わいえふ

茂田 13:15 さんがうら

大久保 11:00 さんがうら

大無田① 11:20 さんがうら 13:00 わいえふ

大無田② 11:40 さんがうら 13:00 わいえふ

千津 12:10 さんがうら

八久保 12:30 さんがうら

鵜口 11:00 Ｇコープ 13:00 さんがうら

日隠 11:30 わいえふ 13:40 Ｇコープ

野々原 10:30 わいえふ

中屋 12:00 わいえふ

吐合 11:45 わいえふ

黄檗 11:00 わいえふ

岡（椎葉） 13:15 わいえふ

友尻 10:50 Ｇコープ

宮園 11:20 Ｇコープ

柳詰① 11:30 Ｇコープ

柳詰② 11:45 Ｇコープ

■時刻は到着の目安です。また予告なくスケジュールを変更する場合があります。
■台風や大雨などにより予告なく販売を中止する場合があります。

村内移動販売　スケジュール
12 月 31 日㈰まで

使用できます！
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事業者名（敬称略）（順不同） 表中での略称 取り扱い商品

田舎の体験交流館さんがうら
担当：小川☎（32）0443 さんがうら 弁当・惣菜、パン、日用品

（一社）くまむら山村活性化協会
担当：大無田☎（32）0170 山村活性化協会 野菜、卵、パン、保存食料（缶詰・調味料など）、菓子類、

日用品

グリーンコープ生協くまもと（人吉市）
担当：御薗☎ (32)9756 G コープ 弁当・惣菜、肉・魚、野菜・果物、卵・乳製品、

冷凍食品、パン、保存食料（缶詰・調味料など）、菓子類

株式会社常
じょうしょう

笑（湯前町）
注文販売のみ

担当：石神☎ 080-2693-2687
常笑

肉（注文制）、パン（注文制）、保存食料（缶詰・調味料など）
（注文制）、菓子類（注文制）、日用品（注文制 )、野菜・
果物
※野菜・果物以外の商品は注文制となります。

移動販売わいえふ（人吉市）
担当：吹春☎ 070-3526-9623 わいえふ

弁当・惣菜、肉・魚、野菜・果物、卵・乳製品、
冷凍食品、パン、保存食料（缶詰・調味料など）、
菓子類

問い合わせ　復興推進課　山村振興係　☎（32）1114

※前回からの変更点は、赤字で記載します。
※荒天などにより村内に警報が発令された場合には、全事業者移動販売を休止いたします。ご了承ください。

地区 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

田代 12:00 Ｇコープ

松舟 12:15 Ｇコープ

岳本 13:15 Ｇコープ

大坂間 10:45 山村活性化協会

蔵谷 13:35 山村活性化協会

横井 12:45 山村活性化協会

高沢 13:10 山村活性化協会

沢見 14:15 山村活性化協会

松本 11:00 G コープ

永椎 12:40 G コープ

四蔵 12:30 G コープ

松野 12:50 G コープ

上原 13:00 Ｇコープ

蔀 13:15 Ｇコープ

大瀬 13:30 Ｇコープ 14:45 山村活性化協会

大岩 12:20 G コープ



「陽だまり」では、子育て親子の交
流の場、相談、子育てに関する情
報提供、講習などを行っています。
開設時間　
・月曜日～金曜日　
　（午前８時～午後５時）
・土曜日　（午前８時～午後１時）

２日㈯     発表会・
　　　　  マラソン大会（こ）
９日㈯　  なかよし発表会（渡）
11 日㈪　 あいさつ運動（渡・こ）
12 日㈫   陽だまりサロン
15 日㈮   陽だまりサロン
16 日㈯   もちつき会（渡）
　　　　  地域食堂（こ）
19 日㈫　陽だまりサロン・
　　　　  ママ誕ランチ
              クリスマス誕生会（渡）
22 日㈮　誕生会（こ）

☀陽だまり
A place where the sun hits 　球磨村地域子育て支援センター〝　陽だまり　〟

　　〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡保育園内）
　　☎ (33)0125　FAX(33)0173

12 月行事予定

　広報くまむら「陽だまり」ページと、渡保育園ホームページで
活動写真や陽だまりサロンの活動予定を掲載をしています。
ぜひご覧ください♪

【ホームページ】http://www.kmbb.jp/watari/

☀陽だまりサロン
☆おもちゃ作り☆
　R－１の空ボトルでセンサリーボトルのおもちゃを作
りました。それぞれ好みに合わせてビーズやラメを入れ
てキラキラ可愛いおもちゃが完成しました♪

※村内保育園行事予定の一部
も掲載しています。都合によ
り変更する場合があります。
ご了承ください。

（渡）　渡保育園
（こ）　こがね保育園

☆陽だまり講座　保健師さんとお話しよう☆
　役場の保健師さんに来ていただき、お子さんについて
の悩みや気になることを質問し、アドバイスをいただき
ました。その後は、参加されたママさんたちと保健師さ
ん、担当職員も一緒にゆっくり楽しくお話ししました♪

　スパンコールやビーズ、ラメなどお好きな素材を
入れるだけ！お子さんはもちろん、大人もキラキラ
を眺めるだけで癒されますよ～♪

〈材料〉
・R －１空容器（ペットボトルや他の容器でも OK）
・精製水（水でも OK）
・洗濯のり（100 均などで買えます）
・スパンコールやラメやビーズ
〈作り方〉
① まずは水を容器の３分の１ほどまで入れる。
② 用意したラメなどを少しずつ入れ、たまに容器
　を振ってキラキラ具合を見る。
③ 洗濯のりを少しずつ加え、キラキラの落ち方を
　見る。ゆっくり落としたいときはのりを多めに、
　早く落としたいときは水を多めに入れる。
　お好みで♪
④ 水とのりのバランスを見ながらボトルのギリギ
　リまで入れていく。キャップを閉めたらセロテー
　プを貼り、その上からビニールテープを貼って完成☆

☀３歳６カ月健診 すくすく成長中♪

キラキラかわいい☆
センサリーボトルの作り方♪
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球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
問
い
合
わ
せ　
☎（
３
２
）０
０
２
２

●
小
学
校
で
の
福
祉
教
育（
体
験
）

▼
先
日
、
村
議
会
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
、
福
島
県
浪
江
町
に
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
自
ら
被
災
地
に
行
か
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
、
寄
附
や
物
資
な
ど
の
支
援
を
し
た
人

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
▼
私
は
、
視
察
研
修
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
村
に
お
い
て
も
イ
ン
フ
ラ
避
難
な
ど
、
自
宅
が
直

接
被
災
し
て
い
な
い
方
々
も
、
水
道
や
電
気
、
道
路
な
ど
の
復

旧
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
、ま
た
、生
活
再
建
に
お
い
て
は
、安
全
な
宅
地
の
確
保
（
宅

地
造
成
）
に
長
い
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
人
口
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
、
災
害
の
種
別
や
規
模
は
異
な

る
も
の
の
、
浪
江
町
と
の
共
通
点
と
し
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。

▼
浪
江
町
の
道
路
沿
い
の
風
景
は
、
ち
ょ
う
ど
人
吉
市
か
ら
湯

前
町
へ
続
く
「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
」
を
思
わ
せ
る
、
の
ど

か
な
農
村
風
景
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
集
落

に
点
在
す
る
民
家
、
そ
の
周
辺
に
は
広
い
農
地
が
広
が
り
ま
す

が
、
人
の
気
配
、
生
活
感
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
実

際
に
津
波
被
害
を
受
け
た
地
域
へ
移
動
し
、
震
災
遺
構
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
「
浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
」
や
「
東
日
本
大

震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
」
を
視
察
し
、
映
像
や
写
真
な
ど

に
よ
り
被
災
当
時
の
状
況
を
、
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
広
報
な
み
え
」
を
拝
見
す
る
と
、
町
政
情

報
の
中
に
、
9
月
末
現
在
の
人
口
（
１
５
２
５
７
人
）・
世
帯

数
（
６
６
６
２
世
帯
）、
そ
し
て
、
居
住
人
口
（
２
０
１
３
人
）

世
帯
数
（
１
３
１
１
世
帯
）
と
２
つ
の
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
前
者
は
、
住
民
基
本
台
帳
上
の
数
値
、
後
者
は
、
実

際
に
居
住
し
て
い
る
人
の
数
値
で
し
た
。
町
は
、
国
・
県
と
連

携
し
て
企
業
誘
致
な
ど
を
行
い
「
新
た
な
職
場・雇
用
の
創
出
」

な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
復
興
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
反
面
、
帰
宅
困
難
地
区
の
再
生
な
ど
、
災
害
発
生
か
ら
12
年

経
過
し
た
現
在
で
も
、
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
こ
と

も
併
せ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
▼
村
は
、
災
害
発
生
か

ら
3
年
4
カ
月
の
間
、
復
旧
復
興
を
通
じ
て
新
し
い
地
域
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

村長からのメッセージ

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
小
学
校
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
渡
小
学
校
の
４
年
生
と

一
勝
地
小
学
校
の
３・
４
年
生
を
対
象
に

福
祉
教
育
を
行
い
ま
し
た
。
１
回
目
は
、

福
祉
に
つ
い
て
話
を
し
、
児
童
の
皆
さ
ん

と
「
ふ
だ
ん
の
・
く
ら
し
の
・
し
あ
わ
せ
」

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。
２
回
目

は
、
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
半
身

麻
痺
や
腰
が
曲
が
っ
た
状
態
、
目
が
見
え

な
い
な
ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
人
が

普
段
の
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
車
椅
子
を
使
っ
た
体
験
で
は
、
車
椅
子

に
乗
っ
て
い
る
人
が
安
心
で
き
る
よ
う

に
、
声
掛
け
や
気
遣
い
、
思
い
や
り
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■寄せられた善意
【香典返し10 月】
　ご遺族の方々に心より哀悼の意を表し
故人のご冥福をお祈り申し上げます。
香
か つ き

月 千
せんまつ

松 様（故 香
か つ き

月 クニエ 様）
豊
とよなが

永 学
まなぶ

 様（故 豊
とよなが

永 テル子 様）
大
おおつき

槻 一
か ず こ

子 様（故 大
おおつき

槻 湊
みなと

 様）
日
ひがくれ

隠 清
せ い し

司 様（故 日
ひがくれ

隠 清
き よ み

水 様）
富
ふ じ お か

士岡 彰
あきら

 様（故 富
ふ じ お か

士岡 みかる 様）
尾
お が た

方 小
さ よ こ

夜子 様（故 尾
お が た

方 俊
としろう

郎 様）
舟
ふ な と

戸 えみ子 様（故 舟
ふ な と

戸 敏
としのり

則 様）
舟
ふ な と

戸 健
けんいち

一 様（故 舟
ふ な と

戸 巨
な お え

江 様）
蔀
しとみ

 トミ子 様（故 蔀
しとみ

 七
な な お

男 様）
内
うちぬの

布 敬
けいしょう

正 様（故 内
うちぬの

布 冨
ふ み え

美江 様）
日
ひ あ て

當 豊
ゆたか

 様（故 日
ひ あ て

當 紀
き み こ

美子 様）
愛
あいこう

甲 重
しげのぶ

信 様（故 愛
あいこう

甲 ヤエ子 様）
槻
つ き ぎ

木 磨
ま ち こ

智子 様（故 槻
つ き ぎ

木 益
ますゆき

幸 様）
　皆さんのご厚意に深く感謝申し上げま
すとともに、地域福祉の推進のため大切に
使わせていただきます。

渡小学校

●
球
磨
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
24
日
に
球
磨
郡
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
あ
さ
ぎ
り
町
森
園
カ
ン
ト

リ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
村
か
ら

は
、
村
老
連
主
催
の
大
会
で
上
位
３

チ
ー
ム
（
渡
ニ
コ
ニ
コ
会
、
ミ
ド
リ

会
、渡
西
鶴
亀
会
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
球
磨
郡
内
か
ら
全
31
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
皆
さ
ん
苦
戦
さ
れ
、
今
回
は
入

賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ

い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一勝地小学校

渡ニコニコ会鵜口会長の
選手宣誓

新しいユニフォームを
着用してプレーしました

25　　広報くまむら　2023.12



27　　広報くまむら　2023.12 広報くまむら　2023.12　　26

こころの相談　
問い合わせ　①人吉保健所　保健予防課　☎（22）3107
　　　　　　②保健福祉課　健康推進係　☎（32）1112

相談受 場　所 日　程 相談時間

医師 人吉保健所
（球磨地域振興局２階）

14 日㈭
22 日㈮

午後２時～
午後３時

（要予約）

年金相談会　　
問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123

場　所 日　程

人吉市役所１階相談室 ４日㈪・11 日㈪・18 日㈪・
25 日㈪

錦町社会福祉協議会 ６日㈬・20 日㈬

多良木町役場
（町民相談室） 13 日㈬・27 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時（３日前までに要予約）

12 月行事予定
１㈮
２㈯

３㈰ 令和５年度球磨村防災学習　午前９時～
（球磨中体育館および周辺地域）

４㈪
５㈫
６㈬
７㈭

８㈮
９㈯

10 ㈰
11 ㈪ 区長文書

12 ㈫
13 ㈬
14 ㈭
15 ㈮
16 ㈯

17 ㈰
第 71 回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会
午前 10 時～（人吉城ふるさと歴史の広場前スタート）
災害復興住宅融資相談会　
午前 10 時 30 分～（さくらドーム仮設団地みんなの家）

18 ㈪ 災害復興住宅融資相談会　
午前 10 時 30 分～（さくらドーム仮設団地みんなの家）

19 ㈫

20 ㈬ おたっしゃ健診　午前９時～
（役場３階小会議室・談話室）

21 ㈭ １歳６カ月児健診　午後１時～
（さくらドーム仮設団地　みんなの家）

22 ㈮
23 ㈯

24 ㈰ マイナンバーカード交付・申請相談休日窓口
午前９時～午後４時（役場２階税務住民課窓口）

25 ㈪ 区長文書（広報くまむら発行）

26 ㈫
27 ㈬
28 ㈭ 年末特別警戒

29 ㈮
30 ㈯
31 ㈰

乳幼児健診
問い合わせ　保健福祉課　健康推進係　☎（32）1112
●１歳 6 カ月児健診

対象者 対象者 日 程

１歳 6 カ月児 令和４年２月１日～
令和４年５月 31 日　生 21 日㈭

場所　さくらドーム仮設団地　みんなの家
受付時間　午後１時～午後１時 15 分　
内容　小児科健診、歯科健診、身体計測、 子育て・栄養相談

問い合わせ　復興推進課　☎（32）1114

有効期限が迫っています！
利用

有効期限 12月31日 ㈰
　有効期限が過ぎ
ると「無効」にな
ります。今一度、お
確かめください。

球磨村くらし応援商品券
ご利用はお済みですか？

■広報くまむら 11 月号掲載のお詫び
　10 月 25 日発行の広報くまむら 11 月号におきま
して誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
P ６　球磨村のわだい　
県民体育祭グラウンドゴルフ　誤）準優勝    正）優勝　  
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【
短
歌
】

白
い
雲　
陽
に
照
ら
さ
れ
て　
カ
キ
色
に

　
　
　
　
　
　
好
物
の
柿　
食
べ
た
く
な
り
て

散
歩
時
に　
夜
空
に
浮
か
ぶ　
満
月
よ

　
　
　
　
　
　
離
れ
て
見
え
る　
可
愛
い
木
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

老
人
会　
秋
の
一
泊　
旅
行
に
は

　
　
　
　
　
歌
手
も
た
く
さ
ん　
芸
者
も
沢
山

車
窓
よ
り　
眺
む
る
景
色
の　
あ
ち
こ
ち
に

　
　
　
　
　
背せ

い
た
か高

あ
わ
だ
ち　
黄
色
く
咲
き
て

湯
の
浦
の　
星ほ

し
の野

富と
み
た
か弘　

美
術
館

　
　
　
　
　
筆
を
咥く

わ
え
て　
書
き
し
絵
と
詩し

か歌

復
興
祭　
今
年
も
大
阪　
い
ず
み
太
鼓

　
　
　
　
　
　
見
事
な
演
舞
に　
感
謝
と
感
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
可
津
子

ス
ス
キ
の
穂　
ず
っ
し
り
重
い　
ハ
ギ
の
花

　
　
　
　
　
　
忘
れ
た
跡
地
に　
季
節
は
い
た

復
興
祭　
や
き
と
り
た
べ
て　
ジ
ビ
エ
た
べ

　
　
　
　
　
球
磨
の
か
お
り
を　
土
産
に
持
て

復
興
祭　
手
お
し
車
で　
ひ
と
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
あ
い
た
い
人
と　
三
年
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
カ
ヅ
子

一
年
生　
八
ヶ
月
過
ぎ
て　
持
久
走

　
　
　
　
　
か
わ
い
さ
残
り　
た
く
ま
し
さ
見
せ

山
茶
花
を　
「
や山ま
ち茶ゃ
か花

」
と
言
う　
友
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
ど
や
顔
見
れ
ば　
訂
正
で
き
ず

日
め
く
り
の　
残
り
四
十　
暮
近
し

　
　
　
　
　
　
「
早は

や
」
感
じ
て
も　
時
は
変
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
﨑　
寿
一

【
川
柳
】

お
め
で
と
う　
我
も
迎
え
た
い　
百
歳
を

コ
マ
ー
シ
ャ
ル　
楽
し
く
な
り
て　
拍
手
す
る

高
齢
で　
あ
れ
に
も
こ
れ
に
も　
あ
り
が
と
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

米
寿
で
す　
卆
寿
の
友
に　
さ
さ
え
ら
れ

婆
友
の　
茶
う
け
は
い
つ
も　
山
の
さ
ち

お
隣
り
の　
柿
を
な
が
め
て　
お
茶
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
カ
ヅ
子

編　
集　
後　
記

　
こ
と
し
の「
く
ま
む
ら
復
興
祭
」は
、

司
会
の
高
村
公
平
さ
ん
を
は
じ
め
、
園

児
た
ち
の
か
わ
い
い
発
表
や
伝
統
を
感

じ
る
郷
土
芸
能
、
迫
力
の
あ
る
和
太
鼓

演
奏
、
素
敵
な
歌
声
の
塚
原
哲
平
さ
ん

に
よ
る
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
な
ど
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
来
場
し
、
元
気
な
球
磨
村

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
、
寒
暖
差
に

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ａ
ｒ
ｉ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文芸の広場

【
肥
後
狂
句
】

ご
苦
労
さ
ん　
晩
酌
の
付
く　
給
料
日

拾
い
物
ン　
ト
レ
ー
ド
先
で　
蘇

よ
み
が
える

そ
ら
あ
問
題　
結
婚
式
に　
来
ん
新
婦

オ
ー
イ　
家う

ち
に
オ
ー
イ
は　
居
り
ま
せ
ん

不
自
由
さ　
免
許
返
納　
悔
や
み
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
當　
山
岳

た
ま
が
っ
た　
青
井
の
杜
の　
す
ご
か
と
に
ゃ

未
来　
穴
あ
き
ダ
ム
は　
い
り
ま
せ
ん

困
っ
た
ァ　
断
捨
離
せ
ん
と　
遺
品
小
屋

知
ら
ん
ふ
り　
旧
宗
教
で　
当あ

が選
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
竜り

ん
ど
う胆

【
俳
句
】

晩
秋
に　
酷
暑
が
続
く　
不
安
な
日

一
勝
地
駅　
通
学
遊
び
に　
乗
降
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
静
代

秋
探
し　
愛
犬
「
ム
サ
シ
」　
星
に
な
り

豆
剣
士　
奉
納
試
合　
文
化
の
日

大
根
は　
大
人
に
な
り
て　
う
ま
く
た
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
﨑　
寿
一

毎月 10 日までに復興推進課に提出してください

休日在宅当番医
※都合により変更になる場合がありますの
で、受診する人は事前に医療機関にご確認
ください。

12 月３日㈰
伊津野医院 ☎（22）3066
掛井眼科医院 ☎（22）3383
公立多良木病院小児科 ☎（42）2560
12 月 10日㈰
外山胃腸病院 ☎（22）3221
河野産婦人科医院 ☎（22）3371
やまむら小児科・内科 ☎（45）0005
12 月 17日㈰
願成寺ごんどう医院 ☎（22）4700
小林脳神経外科 ☎（24）8331
増田クリニック小児科 ☎（22）3570
12 月 24日㈰
球磨病院 ☎（22）3121
たかみや医院 ☎（24）5611
たかはし小児科内科医院 ☎（24）2222
12 月 29日㈮
万江病院 ☎（22）2357
平 井 整 形 外 科 リ ハ ビ リ
テーションクリニック ☎（24）8213

人吉医療センター小児科 ☎（22）2191
12 月 30日㈯
光永医院 ☎（22）2366
愛甲産婦人科 ☎（22）4020
やまむら小児科・内科 ☎（45）0005
12 月 31日㈰
堤病院付属九日町診療所 ☎（22）2251
みなみ眼科 ☎（22）6820
堤病院付属九日町診療所
小児科 ☎（22）2251
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12 月１日㈮～令和 6 年１月末頃

問い合わせ　復興推進課　企画調整係　☎（32）1114

ライトアップ大作戦

球磨村と住民の心を明るくできるよう
イルミネーションを設置しませんか？

冬の夜空に復光の灯りを

　設置された事業者・村民については、
12 月 10 日㈰までに復興推進課へご連
絡をいただくと、「広報くまむら１月号」
にイルミネーションの様子を掲載する予
定です。

※地区や班で実施する場合は、物品の購
　入に「共助のむらづくり支援事業補助
　金」が活用できます。個人では、活用
　できません。
　詳しくは、問い合わせください。

◆設置後について

◆設置場所
　現場事務所周辺や個人宅に設置をお願
いします。民地へ設置する際は、所有者
の承諾をお取りください。

◆設置期間


